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新人紹介巴巴9竺主竺9亨： I
まつばやした＜

①松林拓 ⑤サッカー、合気道
②昭和55年 11月 2 日 ⑥社家の生まれではありませんが、国史学を

(24歳） 学ぶうちに、日本の歴史は神道なしには語
③福岡市西区今宿 れないと気付き、神職を志し、この度日本

でも最古の神社である宗像大社に奉職する
④中村学園三陽高 ことが出来ました。今後は、宗像大神様に
奈良大学文学部史学科 お仕えし、いろいろ学び、皆様のお役に立
圃學院大學神道学専攻科 ちたいと考えております。

.................................................................................................................................................. 

職 I 碍鼻U謳 塁言二年2月 12 日 霊::O)~悶］こ）あ：扇ぷ后ば己レとして生
灸＼ （22歳） まれ、今春より宗像大社に奉職致しました。

③長崎県壱岐市 身長 l82センチ、体重80キロ、足は29セン
チと大きいだけの不器用な男ですが、大神

④壱岐商業 様のために一生懸命頑張りますので、よろ
國學院大學文学部神道学科 しくお願い致します。

神

巫
女

やまと はるな

①大和春奈

②昭和58年3月 25 日

(22歳）

③宗像市日の里

④玄界高

福岡大学経済学部経済学科
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• きはら まさこ

①木原晶子 ⑥通勤距離が遠いですが、是非宗像大社の
②昭和61年7月 18 日 巫女さんがやってみたくて奉職しました。

(1 8歳） 今は電車、バス通勤ですが、はやく車の

③福岡市東区香椎 免許を取得し、車で通いたいです。

④宇美商業高

⑤華道（池坊流）、早起き
.................................................................................................................................................. 

玲 おがたまさみ

\、苔ゎ ①小方麻紗美 ⑤ソフトボール、電卓(1 級）、ワープロ (2級）
②昭和61年 1 1 月 13 日 ⑥周りに巫女さんに憧れている友人が多く、

(18歳） 私もその一人でした。まだ何も分かりま
③宗像市池浦 せんが、一日も早く仕事を覚え、皆様の

④折尾愛真高
お役に立ちたいです。

⑤テニス、水泳

⑥東郷の『大和寿司』の一人娘です。以
前から、巫女という職をしてみたかった
ので、今後一日も早く仕事を憶えお役に

立ちたいと思います。

.................................................................................................................................................. 

—‘ てらしま ちかこ

①寺嶋千賀子
②昭和61年 12月 4 日

(18歳）

③福津市須多田

④水産高

いしづ のりひで

①石津典秀
②昭和28年3月 8 日

(52歳）

③宗像市吉田

④東海大五高、宗像農協

⑤和太鼓、書道 (8段）、簿記 (3級）

⑥他の神社でアルバイトをしていて、巫女
になりたいと思いました。理想の巫女さ
ん目指して頑張ります。

⑤カラオケ

（主埜地方風俗舞保存会では歌方を担当）

⑥地道にコッコツ努力して、神社のお

役にたちたい。
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資
料
館
で
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
一

書
籍
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
尋
常
小
一

学
讀
本
巻
十
二
（
文
部
省
•
明
治
四
一

三
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
日
本
海
一

海
戦
」
が
出
て
い
た
。
今
年
は
こ
の
一

大
海
戦
か
ら
百
年
目
(
-
九
0
五
）
一

に
あ
た
り
、
大
社
で
は
そ
の
記
念
行
一

事
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
書
店
に
も
関
一

連
の
書
籍
も
多
く
目
に
つ
く
よ
う
で
一

あ
る
。
全
文
を
載
せ
よ
う
と
思
っ
た
一

が
字
数
に
制
限
が
あ
り
、
後
半
は
略
ー

し
た
。
讀
本
は
旧
漢
字
で
あ
る
た
め
一

常
用
漢
字
に
直
し
た
。
一

第
二
課
日
本
海
海
戦
一

露
国
が
連
敗
の
勢
を
回
復
せ
ん
為
、
一

本
国
に
於
け
る
海
軍
の
幾
ん
ど
全
勢
一

を
挙
げ
て
組
織
せ
る
太
平
洋
第
ニ
・
一

第
三
艦
隊
は
、
朝
鮮
海
峡
を
経
て
ウ
ー

ラ
ヂ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
は
ん
と
す
。
一

我
が
海
軍
は
初
よ
り
敵
を
近
海
に
迎
一

ヘ
撃
つ
の
計
を
定
め
、
全
力
を
朝
鮮
一

海
峡
に
集
中
せ
し
が
、
遂
に
之
も
会
一

い
し
い
た
だ
し

し
て
、
世
界
史
上
空
前
な
る
大
海
戦
一

と
な
り
。

明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
七
日
午
ー

前
五
時
、
哨
艦
信
濃
丸
は
「
敵
艦
見
ゆ
」
。
一

と
報
告
す
。
東
郷
司
令
長
官
は
直
ち
一

に
全
軍
に
出
動
を
命
じ
、
先
づ
小
軍
一

艦
を
し
て
敵
艦
隊
を
沖
島
附
近
に
誘
一

ぴ
寄
せ
し
む
。

「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
あ
り
、
一

各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
。
と
の
一

信
号
旗
が
戦
闘
旗
と
共
に
我
が
旗
艦
一

三
笠
に
か
か
げ
ら
れ
た
る
は
午
前
一
ー

時
三
十
分
に
し
て
、
東
郷
司
令
長
官
一

は
三
笠
以
下
六
隻
の
主
戦
艦
隊
を
率
一

ゐ
て
、
上
村
艦
隊
と
共
に
先
頭
に
あ
ー

る
敵
の
主
力
に
常
り
、
片
岡
・
出
羽
・
一

瓜
生
・
東
郷
（
少
将
）
の
諸
隊
は
敵
一

の
後
尾
を
つ
く
。
―

敵
の
先
頭
部
隊
は
直
ち
に
砲
火
を
一

開
始
せ
し
が
、
六
千
メ
ー
ト
ル
に
近
一

づ
き
て
始
め
て
応
戦
し
、
は
げ
し
く
一

敵
を
砲
撃
せ
し
か
ば
、
敵
の
艦
列
忽
一

ち
乱
れ
、
早
く
も
戦
列
を
離
る
A

も
一

の
あ
り
。

風
号
び
海
怒
り
て
、
波
浪
山
の
如
一

く
な
れ
ど
も
、
熟
練
な
る
我
が
砲
手
一

は
物
と
も
せ
ず
、
打
出
す
砲
弾
よ
く
一

命
中
し
て
、
敵
艦
続
々
火
災
を
起
し
、
一

火
煙
海
を
お
ほ
び
て
敵
を
包
め
り
。
一

時
に
午
後
一
一
時
四
十
五
分
、
勝
敗
の
一

数
は
既
に
定
ま
れ
り
。
敵
は
か
な
は
一 じ

と
、

に
は
か
に
路
を
変
へ
て
逃
れ

去
ら
ん
と
せ
り
。
我
は
急
に
其
の
前

路
を
さ
へ
ぎ
り
て
攻
撃
せ
し
か
ば
、

敵
の
諸
艦
皆
多
大
の
損
害
を
受
け
、

続
い
て
我
が
駆
逐
艦
よ
り
二
回
の
水

雷
攻
撃
を
受
け
て
、
敵
の
両
旗
艦
は

遂
に
沈
没
し
、
其
の
他
に
も
相
つ
い

で
沈
没
せ
る
も
の
多
し
。
夜
に
入
り
て
、

我
が
駆
逐
隊
・
水
雷
艇
隊
は
砲
火
を
く
ゞ

つ
て
敵
艦
に
せ
ま
り
、
無
一
一
無
三
に

攻
撃
せ
し
か
ば
敵
艦
隊
は
四
分
五
裂

の
有
様
と
な
れ
り
。
明
る
く
な
れ
ば

二
十
八
日
天
よ
く
晴
れ
て
海
波
静
か

な
り
。
我
が
艦
隊
は
東
郷
司
令
長
官

の
命
に
よ
り
、
欝
陵
島
付
近
に
集
り

て
敵
を
待
ち
し
が
、
東
方
に
常
り
て
、

は
る
か
に
数
条
の
黒
煙
を
見
る
。
よ

り
て
主
艦
隊
及
び
巡
洋
艦
隊
は
東
方

に
向
っ
て
、
其
の
進
路
を
ふ
さ
ぎ
、

片
岡
・
瓜
生
・
東
郷
の
諸
隊
は
其
の

退
路
を
絶
ち
、
午
前
十
一
時
三
十
分

全
く
敵
を
包
囲
せ
り
。
敵
今
は
逃
れ

ぬ
と
こ
ろ
と
覚
悟
し
た
り
け
ん
。
ネ

ボ
カ
ト
フ
少
将
は
白
旗
を
か
~
げ
、

戦
艦
ニ
コ
ラ
イ
一
世
以
下
四
隻
を
挙

げ
て
其
の
部
下
と
共
に
降
服
せ
り
。

敵
の
指
令
長
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン

ス
キ
ー
中
将
は
昨
日
の
戦
闘
に
傷
を

負
び
、
幕
下
と
共
に
一
駆
逐
艦
の
漣
．

陽
炎
の
二
隻
に
追
撃
せ
ら
れ
、
遂
に

捕
へ
ら
れ
る
A

に
至
れ
り
（
後
略
）
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宗
像
市
池
田
森
龍
子

な
ゐ地

痕
に
揺
れ
棚
よ
り
こ
ろ
が
り
落
ち
し
箱
夫
の
癖
あ
る
文
字
書
か
れ
あ
り

（
評
）
福
岡
地
方
に
は
無
い
と
信
じ
て
い
た
私
達
に
衝
撃
を
与
え
た

3

月
2
0

日
の
地
震
。
し
か

し
作
者
は
そ
の
地
震
に
よ
り
亡
き
夫
の
癖
の
あ
る
文
字
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
と

も
言
え
る
遡
遁
、
そ
こ
に
詩
が
成
立
し
た
。

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

校
庭
に
植
ゑ
て
あ
る
木
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
先
づ
教
へ
ら
れ
し
小
学
一
年

（
評
）
新
入
生
が
先
づ
教
え
ら
れ
た
の
が
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
こ
れ
も
思
い
も
よ
ら
ぬ
組
合
せ
の
面
白

さ
で
あ
る
。宗

像
市
大
島
杉
田
鵬
子

合
併
は
間
近
し
友
へ
の
手
紙
書
く
村
と
言
ふ
字
に
思
び
を
こ
め
て

宗
像
市
大
島
越
智
治
子

百
羽
余
の
鴎
は
大
空
か
け
て
ゆ
く
春
に
は
寒
き
風
の
吹
く
朝

（
評
）
杉
田
さ
ん
は
大
島
と
言
う
村
の
無
く
な
る
寂
し
さ
を
主
情
濃
く
詠
い
。
越
智
さ
ん
は
、
下

句
を
「
村
の
無
く
な
る
朝
の
風
に
」
と
詠
み
替
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
去
っ
て
ゆ
く
餡
た
ち
に

託
し
て
島
に
対
す
る
愛
惜
の
情
と
風
物
を
詠
っ
て
い
る
。

宗
像
市
曲
天
野
玲
子

安
売
り
の
バ
ナ
ナ
買
い
過
ぎ
気
が
つ
け
ば
果
物
篭
に
色
変
り
お
り

（
評
）
老
い
は
悲
し
い
な
ど
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
老
の
寂
し
さ
と
、
う
つ

ろ
い
で
あ
る
。宗

像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

開
山
よ
り
百
二
十
余
代
と
ふ
寺
の
鰐
口
の
鈴
振
れ
ど
も
嗚
ら
ず

（
評
）
徳
川
1
5
代
が
約

2
6
0

年
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
1
2
0

余
代
と
言
え
ば
千
年

を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
古
刹
の
由
緒
あ
る
古
き
鰐
口
で
あ
る
。

宗
像
市
朝
野
藤
井
浩
子

「
老
人
は
死
ぬ
ん
で
す
よ
」
風
邪
の
わ
れ
医
者
の
言
葉
に
愕
然
と
す
る

（
評
）
風
邪
は
万
病
の
も
と
の
言
葉
を
知
ら
な
い
作
者
で
は
な
い
が
、
健
康
に
か
ま
け
て
高
を
括

っ
て
い
た
こ
と
の
反
省
と
驚
き
の
歌
で
あ
る
。

第
五
二
五
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

福
津
市

在
佐
々
木
和
彦

若
き
日
の
こ
と
く
立
漕
ぎ
す
る
こ
と
も
な
く
自
転
車
で
坂
の
ぼ
り
ゆ
く

（
評
）
原
作
の
二
句
の
破
調
を
直
し
た
が
、
こ
こ
に
は
健
な
る
ゆ
を
の
老
い
へ
の
移
行
の

寂
し
さ
が
具
体
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

病
院
で
見
圃
き
せ
し
こ
と
忘
れ
た
し
わ
が
家
の
庭
に
春
の
雪
降
る

（
評
）
こ
の
一
首
は
、
見
聞
き
し
た
も
の
を
具
体
に
は
述
べ
ず
読
む
者
の
想
像
に
委
せ
、
結
句

に
春
の
雪
を
持
っ
て
来
て
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
ろ
が
り
と
奥
行
き
を
与
え
技
巧
的
で
あ
る
。

浮
羽
市
浮
羽
向
則
正

買
い
お
き
て
車
に
入
れ
い
し
ス
ト
ッ
ク
の
ド
ア
を
開
く
れ
ば
強
き
香
の
す
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

一
人
居
の
つ
れ
づ
れ
に
ふ
と
思
い
出
す
夫
歌
い
い
し
「
同
期
の
桜
」

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

あ
り
し
日
の
父
に
編
み
た
る
毛
糸
帽
汗
に
じ
み
し
を
そ
の
ま
ま
し
ま
ふ

宗
像
市
田
野
森
つ
る
の

故
郷
は
春
潮
の
遠
く
干
く
頃
よ
貝
堀
り
て
ゐ
し
日
思
び
出
し
を
り

宗
像
市
田
野
森
甲
子

ち
ち舅

が
植
ゑ
姿
つ
く
り
し
庭
の
梅
遠
き
浄
土
に
香
り
届
け
た
し

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

晴
れ
て
来
し
朝
の
光
の
庭
に
出
て
暗
く
郊
の
初
音
を
聞
き
ぬ

宗
像
市
日
の
里
石
松
知
子

冬
空
に
球
打
つ
音
を
び
び
か
せ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
友
と
競
り
合
う

宗
像
市
神
湊
安
永
久
子

か
つ
て
な
き
激
震
に
心
お
の
の
き
ぬ
娘
の
ぬ
く
も
り
の
腕
に
身
を
寄
せ

選
者
詠

ぐ
づ
ぐ
と
風
邪
癒
え
ぬ
日
々
新
皿
に
「
さ
く
ら
便
り
」
の
載
る
べ
く
な
り
ぬ

九
州
は
雨
で
し
た
か
と
吉
野
び
と
明
B

の
祭
り
の
天
気
を
案
ず

咲
き
そ
め
の
色
う
び
う
び
し
み
吉
野
の
馴
染
み
の
さ
く
ら
頬
撫
で
く
れ
て

自

宗
像
市
光
岡
白
土

桜
咲
き
心
も
な
f
J
む
烏
の
声

宗
像
市
光
岡
井
上

花
吹
雪
浴
び
て
若
駒
跳
ね
に
け
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

春
宵
の
背
中
突
き
上
ぐ
余
媒
か
な

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

凍
り
つ
く
硯
の
水
や
事
始
め吉

田

冬
空
に
一
線
引
き
て
飛
行
雲田

中

立
春
や
雫
し
て
亀
浮
き
上
る木

原

如
月
や
黄
砂
と
花
粉
相
遅
れ
て

箪
四
[
[
口
謬
戸

り
ま
し
た
。
密
所
（
宮
中
三
殿
）
参
拝
の

栄
を
賜
り
、
そ
こ
で
は
大
学
卒
業
式
以
来

の
再
会
と
な
る
、
親
友
の
元
気
な
姿
も
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
▼
戦
前
は
『
現

ひ
と
が
み

人
神
j
、
戦
後
は
『
国
の
象
徴
』
と
、
世
間

一
般
で
位
四
付
け
が
様
々
で
す
が
、
戦
後

生
ま
れ
で
神
職
と
な
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、

陛
下
は
国
民
を
代
表
し
、
陛
下
に
し
か
御

奉
仕
で
き
な
い
祭
事
を
司
る
『
最
高
の

神
職
』
で
あ
る
と
思
い
ま
す
▼
一
切
報

道
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
御
公
務
の
中

で
叢
も
重
要
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、
神
嘗

祭
に
代
表
さ
れ
る
「
記
呻
叩
醗
』
と
呼
ば

れ
る
祭
事
で
あ
り
、
神
代
か
ら
連
綿
と
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
外
国
の
王
室

と
一
線
を
画
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
▼
生
ま
れ
て
初
め
て
入
っ
た

皇
居
、
帰
福
後
何
か
い
い
こ
と
が
あ
り
そ

う
な
、
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た
の
も
、
私

の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
0
)房

子
雨
葉

杏
子

嘉
治

凌
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